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1.  平成21年3月期第1四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

（注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末少数株主持分）を期末資産の部の合計で除して算出しております。  
 

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

経常収益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第1四半期 30,536 ― 3,224 ― 2,162 ―

20年3月期第1四半期 31,129 10.2 6,643 △22.3 3,115 △55.1

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第1四半期 5.93 ―

20年3月期第1四半期 8.55 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第1四半期 4,203,808 243,259 5.4 617.54
20年3月期 4,141,588 241,709 5.4 614.11

（参考） 自己資本   21年3月期第1四半期  225,037百万円 20年3月期  223,800百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 4.50 ― 3.50 8.00
21年3月期 ― ――― ――― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― 3.50 ― 3.50 7.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

経常収益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期連結累計期間 63,000 △15.2 11,000 △8.2 6,050 △2.8 16.60
通期 126,000 △11.1 22,000 8.1 12,100 17.3 33.20

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

（注）詳細は、2ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載さ
れるもの） 

（注）詳細は、2ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、現時点において入手可能な情報に基づき判断したものであり、実際の業績は、今後様々な要
因によって予想値と異なる結果となる可能性があります。 
 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適
用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第1四半期  366,855,449株 20年3月期  366,855,449株

② 期末自己株式数 21年3月期第1四半期  2,447,048株 20年3月期  2,423,329株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第1四半期  364,420,878株 20年3月期第1四半期  364,567,897株
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【定性的情報・財務諸表等】 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

当第 1 四半期のわが国経済は、原油・原材料価格の高騰、米国経済の減速に伴い、輸出の伸びが鈍化し、民間設備投

資や個人消費が抑制されるなど、景気減速の動きがみられました。 
岐阜・愛知両県を中心とする当行の営業基盤においても、地域・業種により状況は異なるものの、総じて減速の動き

がみられました。 
このような環境下、当第 1 四半期の連結業績は、次のとおりとなりました。 
経常収益は、貸出金利息は増加しましたが、役務取引等収益、株式等売却益が減少しましたことなどから、前年同期

比 5 億 93 百万円減少し 305 億 36 百万円となりました。経常費用は、預金利息、営業経費および貸倒引当金繰入額が

増加しましたことなどから、前年同期比 28 億 25 百万円増加し 273 億 11 百万円となりました。この結果、経常利益は

前年同期比 34 億 19 百万円減少し 32 億 24 百万円となり、四半期純利益は前年同期比 9 億 53 百万円減少し 21 億 62
百万円となりました。 

２．連結財政状態に関する定性的情報 

預金につきましては、低コストかつ長期安定的な資金を調達するとの観点から、地域に密着した積極的な営業展開を

行い、預金の増強に努めました結果、平成 20 年 6 月末の預金残高は、平成 20 年 3 月末比 570 億 36 百万円増加し 3
兆 6,871 億 91 百万円となりました。 

貸出金につきましては、地元企業の資金需要や住宅ローンを中心とする個人向け融資に積極的にお応えするとともに、

地方公共団体向けの融資取り扱いに努めました結果、平成 20 年 6 月末の貸出金残高は、平成 20 年 3 月末比 12 億 28
百万円減少し 2 兆 8,915 億 8 百万円となりました。 

有価証券につきましては、国債、地方債等の引受、購入のほか、相場環境を注視しつつ、資金の効率的運用のための

債券等の売買を行いました結果、平成 20 年 6 月末の有価証券残高は、平成 20 年 3 月末比 1,682 億 57 百万円増加し 1
兆 221 億 21 百万円となりました。 

３．連結業績予想に関する定性的情報 

平成 20 年 5 月 19 日に公表した業績予想から変更はありません。 

４．その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

該当事項はありません。 

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

①簡便な会計処理 

（減価償却費の算定方法） 
定率法を採用している有形固定資産については、年度に係る減価償却費の額を期間按分する方法により算定して

おります。 

（貸倒引当金の計上方法） 
「破綻先」、「実質破綻先」に係る債権等及び「破綻懸念先」で個別の予想損失額を引き当てている債権等以外

の債権に対する貸倒引当金につきましては、平成 20 年 3 月期の予想損失率を適用して計上しております。 

（税金費用の計算） 
法人税等につきましては、年度決算と同様の方法により計算しておりますが、納付税額の算出に係る加減算項目

及び税額控除項目は、重要性の高い項目に限定して適用しております。 

（繰延税金資産の回収可能性の判断） 
繰延税金資産の回収可能性の判断につきましては、一時差異の発生状況について前連結会計年度末から大幅な変

動がないと認められるため、同年度末の検討において使用した将来の業績予測及びタックス・プランニングの結果

を適用しております。 

②四半期連結財務諸表作成に特有の会計処理 
該当事項はありません。 
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(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続・表示方法等の変更 

①四半期財務諸表に関する会計基準 
当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 12 号）及び「四半期財務諸表に関す

る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 14 号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」

に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

②リース取引に関する会計基準 

所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっており

ましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第 13 号平成 19 年 3 月 30 日）及び「リース取引に関す

る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 16 号同前）が平成 20 年 4 月 1 日以後開始する連結会計年度か

ら適用されることになったことに伴い、当第 1 四半期連結会計期間から同会計基準及び適用指針を適用し、通常の売

買取引に係る会計処理によっております。 
この変更による損益への影響は軽微であります。 
なお、借主側において、リース取引開始日が平成 20 年 4 月 1 日前に開始する連結会計年度に属する所有権移転外

ファイナンス・リース取引につきましては、通常の賃貸借取引に係る方法に準じて会計処理を行っております。 
また、貸主側において、リース取引開始日が平成 20 年 4 月 1 日前に開始する連結会計年度に属する所有権移転外

ファイナンス・リース取引につきましては、前連結会計年度末における固定資産の適正な帳簿価額（減価償却累計額

控除後）をリース投資資産の期首の価額として計上しております。 
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５．四半期連結財務諸表 

(1) 四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円） 

当第1四半期連結会計期間末
前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 

期 別 

科 目 
(平成 20 年 6 月 30 日) (平成 20 年 3 月 31 日) 

（資産の部）  
現 金 預 け 金 9 6 , 9 7 2 1 9 4 , 1 9 8  
コ ー ル ロ ー ン 及 び 買 入 手 形 2 2 , 5 6 2 1 5 8  
買 入 金 銭 債 権 0 0  
商 品 有 価 証 券 1 , 6 5 4 1 , 5 1 4  
金 銭 の 信 託 5 , 9 7 6 4 , 0 0 0  
有 価 証 券 1 , 0 2 2 , 1 2 1 8 5 3 , 8 6 4  
貸 出 金 2 , 8 9 1 , 5 0 8 2 , 8 9 2 , 7 3 6  
外 国 為 替 3 , 9 9 5 4 , 6 1 3  
リース債権及びリース投資資産 4 6 , 4 7 1 － 
そ の 他 資 産 5 2 , 7 4 4 7 9 , 5 5 0  
有 形 固 定 資 産 6 8 , 3 2 0 1 1 1 , 5 0 0  
無 形 固 定 資 産 1 0 , 4 0 1 1 4 , 3 0 5  
繰 延 税 金 資 産 9 , 1 0 5 8 , 6 4 5  
支 払 承 諾 見 返 3 0 , 3 1 1 3 0 , 7 8 4  
貸 倒 引 当 金 △ 5 8 , 3 3 7 △ 5 4 , 2 8 4  

資産の部合計 4 , 2 0 3 , 8 0 8 4 , 1 4 1 , 5 8 8  
（負債の部）  

預 金 3 , 6 8 7 , 1 9 1 3 , 6 3 0 , 1 5 5  
譲 渡 性 預 金 3 9 , 5 5 2 2 3 , 2 3 6  
コ ー ル マ ネ ー 及 び 売 渡 手 形 1 6 , 4 2 0 3 3 , 0 6 2  
債 券 貸 借 取 引 受 入 担 保 金 4 2 , 7 4 3 －  
借 用 金 4 5 , 0 9 5 4 4 , 8 2 5  
外 国 為 替 7 1 2 7 3 6  
社 債 3 0 , 0 0 0 3 0 , 0 0 0  
そ の 他 負 債 4 9 , 4 9 5 8 6 , 4 6 1  
賞 与 引 当 金 － 1 , 5 0 4  
役 員 賞 与 引 当 金 － 5 2  
退 職 給 付 引 当 金 6 , 9 8 6 6 , 9 6 3  
役 員 退 職 慰 労 引 当 金 3 9 5 4 9 3  
預 金 払 戻 損 失 引 当 金 3 8 9 4 3 9  
そ の 他 の 偶 発 損 失 引 当 金 8 3 1 7 3 6  
再 評 価 に 係 る 繰 延 税 金 負 債 1 0 , 4 2 4 1 0 , 4 2 4  
支 払 承 諾 3 0 , 3 1 1 3 0 , 7 8 4  

負債の部合計 3 , 9 6 0 , 5 4 9 3 , 8 9 9 , 8 7 8  
（純資産の部）  

資 本 金 3 6 , 8 3 9 3 6 , 8 3 9  
資 本 剰 余 金 2 5 , 3 6 2 2 5 , 3 6 2  
利 益 剰 余 金 1 1 8 , 2 7 5 1 1 7 , 3 8 8  
自 己 株 式 △ 1 , 2 6 3 △ 1 , 2 4 9  

株主資本合計 1 7 9 , 2 1 3 1 7 8 , 3 3 9  
そ の 他 有 価 証 券 評 価 差 額 金 3 3 , 0 9 6 3 2 , 7 3 2  
土 地 再 評 価 差 額 金 1 2 , 7 2 8 1 2 , 7 2 8  

評価・換算差額等合計 4 5 , 8 2 4 4 5 , 4 6 0  
少 数 株 主 持 分 1 8 , 2 2 1 1 7 , 9 0 8  

純資産の部合計 2 4 3 , 2 5 9 2 4 1 , 7 0 9  
負債及び純資産の部合計 4 , 2 0 3 , 8 0 8 4 , 1 4 1 , 5 8 8  
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(2) 四半期連結損益計算書 

（単位：百万円） 
 当第1四半期連結累計期間

期 別 

科 目 ( 

 

自  平 成 20年 4月  1日
至  平 成 20年 6月 30日 )

経 常 収 益  3 0 , 5 3 6
資 金 運 用 収 益  1 9 , 9 9 5

( う ち 貸 出 金 利 息 ) ( 1 5 , 3 3 2 )

(うち有価証券利息配当金) ( 4 , 5 0 0 )

役 務 取 引 等 収 益  3 , 8 8 7
そ の 他 業 務 収 益  5 , 6 6 9
そ の 他 経 常 収 益  9 8 3

経 常 費 用  2 7 , 3 1 1
資 金 調 達 費 用  3 , 3 3 6

( う ち 預 金 利 息 ) ( 2 , 7 1 9 )

役 務 取 引 等 費 用  1 , 1 0 0
そ の 他 業 務 費 用  3 , 8 2 8
営 業 経 費  1 3 , 5 0 3
そ の 他 経 常 費 用  5 , 5 4 2

経 常 利 益  3 , 2 2 4
特 別 利 益  2 0
特 別 損 失  2 9
税 金 等 調 整 前 四 半 期 純 利 益  3 , 2 1 4
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税  7 1 7
法 人 税 等 調 整 額  5 1
少 数 株 主 利 益  2 8 3
四 半 期 純 利 益  2 , 1 6 2

 
 

 

 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会

計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い

四半期連結財務諸表を作成しております。 
 

(3) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 
 

(4) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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【参考】 

○ 四半期連結損益計算書 

（単位：百万円） 
 前第1四半期連結累計期間

期 別 

科 目 ( 

 

自  平 成 19年 4月  1日
至  平 成 19年 6月 30日 )

経 常 収 益  3 1 , 1 2 9
資 金 運 用 収 益  1 9 , 8 6 9

( う ち 貸 出 金 利 息 ) ( 1 4 , 7 5 4 )

(うち有価証券利息配当金) ( 4 , 9 4 8 )

役 務 取 引 等 収 益  4 , 3 8 1
そ の 他 業 務 収 益  5 , 7 0 1
そ の 他 経 常 収 益  1 , 1 7 7

経 常 費 用  2 4 , 4 8 6
資 金 調 達 費 用  3 , 2 9 0

( う ち 預 金 利 息 ) ( 2 , 3 1 8 )

役 務 取 引 等 費 用  1 , 0 9 8
そ の 他 業 務 費 用  4 , 8 4 9
営 業 経 費  1 2 , 8 0 8
そ の 他 経 常 費 用  2 , 4 3 9

経 常 利 益  6 , 6 4 3
特 別 利 益  4 9
特 別 損 失  9 4 0
税 金 等 調 整 前 四 半 期 純 利 益  5 , 7 5 1
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税  2 , 3 7 4
少 数 株 主 利 益  2 6 1
四 半 期 純 利 益  3 , 1 1 5
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平成21年3月期 第1四半期決算説明資料 
 

当行の平成 21 年 3 月期第 1 四半期の概要について、下記のとおりお知らせします。 
なお、平成 20 年 6 月末の自己資本比率（国内基準）については、現在算出中であり、確定次第、開示する予定であり

ます。 
 
１．損益状況【単体】 

平成 21 年 3 月期第 1 四半期のコア業務純益は 64 億円（第 2 四半期累計期間予想値 125 億円の 51％）、経常利益は

26 億円（第 2 四半期累計期間予想値 100 億円の 26％）、四半期純利益は 21 億円（第 2 四半期累計期間予想値 60 億

円の 35％）となりました。 

 
（単位：億円） 

[ ]内は第 2 四半期累計期間の業績予想値

平成 20 年 3 月期

第 1 四 半 期

（A） 

平成 21 年 3 月期

第 1 四 半 期

（B） 

増 減 
(B－A) 

 (参考) 
平成 20 年 3 月期

実績 
経常収益 [ 500 億円] 2 4 8 2 4 1 △ 7   1 , 1 6 3
業務粗利益   1 9 2 1 8 8 △ 4   7 6 3
 資金利益   1 6 4 1 6 6 2   6 3 5
 役務取引等利益   2 4 1 9 △ 5   9 0
 その他業務利益   2 2 △ 0   3 7
 （うち国債等債券損益(5 勘定尻)）   ( － ) ( △ 0 ) ( △ 0  )  ( 3 1 )
経費   1 1 9 1 2 4 5   4 8 7
一般貸倒引当金繰入額   1 3 1 1 △ 2   4 5
業務純益 [ 130 億円] 5 9 5 2 △ 7   2 3 0
 コア業務純益 （注） [ 125 億円] 7 3 6 4 △ 9   2 4 3
臨時損益   1 △ 2 5 △ 2 6   △ 3 9
 不良債権処理額   7 2 9 2 2   1 6 4
 株式等関係損益   6 △ 1 △ 7   1 2 1
 その他臨時損益   3 5 2   3
経常利益 [ 100 億円] 6 1 2 6 △ 3 5   1 9 0
特別損益   △ 8 △ 0 8   △ 1 4
 うち役員退職慰労引当金繰入額（過年度分） 4 － △ 4   4
 うち預金払戻損失引当金繰入額（過年度分） 5 － △ 5   5
税引前四半期(当期)純利益    5 2 2 6 △ 2 6   1 7 5
四半期(当期)純利益 [ 60 億円] 3 0 2 1 △ 9   1 0 3
（注）コア業務純益＝業務純益＋一般貸倒引当金繰入額－国債等債券損益（5 勘定尻） 
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２．「金融再生法ベースのカテゴリーによる開示」【単体】 

金融再生法ベースの開示債権は、平成 19 年 6 月末比 147 億円増加し 1,366 億円となりました。 
また、総与信に占める割合は、4.56％となりました。 

 
 (単位：億円)  (参考) (単位：億円)

 平成 19 年 6 月末 平成 20 年 6 月末  平成 20 年 3 月末

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 2 2 0 2 3 9  2 2 3
危険債権 6 8 7 7 1 1  7 0 3
要管理債権 3 1 2 4 1 5  3 8 8
合計 1 , 2 1 9 1 , 3 6 6  1 , 3 1 4
総与信に占める割合（％） 4 . 2 1 % 4 . 5 6 %  4 . 3 8 %
（注）１．平成 20 年 6 月末の計数は、6 月末基準の自己査定結果に基づき、「金融機能の再生のための緊急措置に関す

る法律施行規則」第 4 条に規定する各債権のカテゴリーにより分類しております。 
２．当行は、部分直接償却を実施しておりません。 

なお、部分直接償却を実施したと仮定した場合の金融再生法ベースの開示債権は次のとおりであります。 
 (単位：億円)  (参考) (単位：億円)

 平成 19 年 6 月末 平成 20 年 6 月末  平成 20 年 3 月末

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 1 0 6 1 0 3  1 0 3
危険債権 6 8 7 7 1 1  7 0 3
要管理債権 3 1 2 4 1 5  3 8 8
合計 1 , 1 0 5 1 , 2 3 0  1 , 1 9 5
総与信に占める割合（％） 3 . 8 4 % 4 . 1 2 %  4 . 0 0 %

 
３．時価のある有価証券の評価差額【単体】 

その他有価証券の評価差額は、平成 19 年 6 月末比 923 億円減少し 503 億円の評価益となりました。 

 
 (単位：億円) (参考) (単位：億円)

 平 成 1 9 年 6 月 末 平 成 2 0 年 6 月 末 平 成 2 0 年 3 月 末 
時価 評価差額 時価 評価差額 時価 評価差額  

  うち益 うち損   うち益 うち損   うち益 うち損

その他有価証券 10,406 1,426 1,508 82 9,503 503 685 182 7,833 504 648 144
 株式 2,415 1,466 1,470 4 1,732 631 670 38 1,563 542 602 59
 債券 6,883 △54 11 66 7,003 △71 12 84 5,581 30 44 13
 その他 1,106 14 25 11 767 △56 2 59 687 △69 2 71

（注）１．「評価差額」および「含み損益」は、期末時点の取得原価（償却原価法適用後、減損処理後）と時価との差額

を計上しております。 
２．満期保有目的の債券、子会社・関連会社株式に係る含み損益は下記のとおりであります。 

 (単位：億円) (参考) (単位：億円)

 平 成 1 9 年 6 月 末 平 成 2 0 年 6 月 末 平 成 2 0 年 3 月 末 
帳簿 含み損益 帳簿 含み損益 帳簿 含み損益  
価額  うち益 うち損 価額  うち益 うち損 価額  うち益 うち損

満期保有目的の

債券 23 0 0 0 18 0 0 0 18 0 0 0

子会社・ 
関連会社株式 － － － － － － － － － － － －
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４．預金、貸出金の残高【単体】 
 
 (単位：億円)  (参考) (単位：億円)

 平 成 1 9 年 6 月 末 平 成 2 0 年 6 月 末  平 成 2 0 年 3 月 末 
預金（末残） 3 6 , 6 3 0 3 6 , 9 6 1  3 6 , 3 9 6
 うち個人預金 2 5 , 0 2 4 2 5 , 7 9 1  2 5 , 0 6 8
貸出金（末残） 2 8 , 0 5 5 2 9 , 0 7 0  2 9 , 0 9 0
 うち消費者ローン 6 , 5 2 9 7 , 2 4 2  6 , 9 8 6

 
（ご参考）個人預り資産残高（単体） 

 (単位：億円)  (参考) (単位：億円)

 平 成 1 9 年 6 月 末 平 成 2 0 年 6 月 末  平 成 2 0 年 3 月 末 
預金 2 5 , 0 2 4 2 5 , 7 9 1  2 5 , 0 6 8
投資信託 1 , 5 3 1 1 , 4 5 2  1 , 3 7 9
公共債 2 , 1 8 1 2 , 1 6 9  2 , 2 0 4
個人年金保険等 1 , 4 1 3 1 , 6 8 2  1 , 6 1 5
合計 3 0 , 1 5 0 3 1 , 0 9 5  3 0 , 2 6 8

以上 
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